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６６
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深
雪
の
上
ザ
ク
ザ
ク
と

深
雪
の
上
ザ
ク
ザ
ク
と
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あ
な
た
の
一
票
が
未
来
を
決
め
る

あ
な
た
の
一
票
が
未
来
を
決
め
る

九
戸
村
長
選
挙

九
戸
村
長
選
挙

投票日時

令和２年４月12日㊐
　   午前７時 ～午後７時

任期満了による九戸村長選挙は、
４月７日に告示され、４月12日に投
票が行われます。村長選挙は、これ
から４年間の村政を担う代表者を選
ぶ大切な選挙です。皆さんの投票が、
これからの九戸村を方向づけます。
棄権することなく、自分の判断で責
任ある一票を投じましょう。
■問い合わせ　村選挙管理委員会
　　　　　　　（☎42-2111内線181）

　

投
票
所
の
場
所
は
、
入
場
券
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
投
票
の
際
は
、
入
場
券
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
で
は
、
投
票
用
紙
に
自
分
の
選

び
た
い
「
候
補
者
一
人
の
氏
名
」
を
書
い

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
券
は
４
月
７
日
に
郵
送

　

投
票
所
入
場
券
は
、
４
月
７
日
に
郵
送

し
ま
す
。
入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
に
は
、

村
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

有
権
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〇
期
間　
４
月
８
日
（
水
）
〜
11
日
（
土
）

〇
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〇
場
所　
役
場
４
階　

村
選
挙
管
理
委
員

　
会
の
事
務
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

みんなで投票！

①
平
成
14
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
（
投
票
日
現
在
で
満
18
歳
以
上
の
人
）

②
令
和
２
年
１
月
６
日
以
前
に
本
村
に
住

民
登
録
を
し
て
引
き
続
き
村
内
に
住
み
、

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
村
外
に
転
出
す
る
と
選
挙
権
を
失
い
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
で
き
る
人
は
？

投
票
で
き
る
人
は
？

投
票
は
何
時
ま
で
？

投
票
は
何
時
ま
で
？

　

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
で
す
。

期
日
前
投
票
っ
て
？

期
日
前
投
票
っ
て
？

　

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
予
定
が
あ
る
、
用
事
が

あ
り
投
票
区
域
外
に
旅
行
や
滞

在
が
見
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
場

合
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

こんな制度もありますこんな制度もあります
代 理 投 票 　身体が不自由・字の読み書きができな

い人は投票所で申し出てください。

郵便等による
不在者投票

一定の障害等級の身体障害者手帳や
戦傷病者手帳を交付されている人、介護
保険の要介護状態区分が要介護５の人
で、村選挙管理委員会から「郵便等投票
証明書」の交付を受ければ郵便等で不在
者投票ができます。詳しくは、村選挙管
理委員会に問い合わせください。
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〇
日
時　
４
月
12
日
（
日
）
午
後
８
時
〜

〇
場
所　
村
公
民
館

※
開
票
の
参
観
は
で
き
ま
す
が
、
会
場
の

都
合
で
人
数
な
ど
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
立
候
補
届

出
用
紙
の
配
布
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

〇
日
時　
３
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

〇
場
所　
役
場
３
階　
第
３
会
議
室

※
出
席
は
、
１
人
の
立
候
補
予
定
者
に

つ
き
、
２
人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
へ

〇
日
時　
３
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

〇
場
所　
役
場
３
階　
第
２
会
議
室

①
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
村
外
に
滞
在
し
て

い
る
と
き
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
行
う
。

②
不
在
者
投
票
が
で
き
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
施
設
で
行
う
。

　

不
在
者
投
票
は
、
事
前
の
手
続
き
に
日

数
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
不
在
者
投

票
用
紙
な
ど
の
請
求
手
続
き
は
、
選
挙
期

不
在
者
投
票
は
？

不
在
者
投
票
は
？

　

次
の
方
法
で
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
の
で
き
る

期
間
と
理
由
は
、
期
日
前
投
票

と
同
じ
で
す
。

日
の
告
示
日
（
４
月
７
日
）
前
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
村
選
挙
管
理
委

員
会
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
郵
送
期
間
な

ど
を
考
慮
し
て
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

開
票
は
ど
こ
で
？

開
票
は
ど
こ
で
？

　

投
票
日
の
午
後
８
時
か
ら
村

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

◆
立
候
補
届
出
等
説
明
会

◆
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

◆
立
候
補
届
出
の
受
付

〇
日
時　
４
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〇
場
所　
役
場
３
階　
第
２
会
議
室

3

第 30回
村明るい選挙啓発習字コンクール

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　
古
舘
明
澄
（
長
興
寺
小
５
年
）

◆
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
古
舘
幸
京
（
九
戸
中
３
年
）

◆
優
秀
賞

　
玉
澤
心
彩
（
長
興
寺
小
２
年
）

　
釡
石
佳
吾
（
山
根
小
３
年
）

　
林
そ
の
美
（
江
刺
家
小
４
年
）

　
中
村
海
陸
（
伊
保
内
小
５
年
）

　
大
野
り
こ
（
同
６
年
）

　
橋
本
く
る
み
（
九
戸
中
１
年
）

　
中
澤
悠
空
（
同
２
年
）

古舘幸京さん作品 古舘明澄さん作品

令和元年度
村明るい選挙啓発ポスターコンクール
【優秀賞】山下 茜 さん（九戸中２年）

「
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
っ
て
投
票
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
山
下
さ
ん
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叙勲受章記念祝賀会叙勲受章記念祝賀会
　

２
月
７
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
で
叙
勲
受

章
記
念
祝
賀
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
祝
賀

会
に
は
、
受
章
者
の

大
﨑
善
實
さ
ん
と
番

澤
浩
全
さ
ん
が
出

席
。
五
枚
橋
久
夫
村

長
や
櫻
庭
豊
太
郎
村

議
会
議
長
な
ど
、
54

人
か
ら
祝
福
を
受
け

ま
し
た
。

　

大
﨑
善
實
さ
ん

は
、﹁
消
防
分
野
で

関
係
機
関
と
各
位
の

協
力
を
い
た
だ
き
、

長
年
に
わ
た
り
職
責

を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
こ
の
よ
う

な
形
で
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と

議員や消防団員など54人が出席大﨑さん（左１）・番澤さん（左２）と談笑する出席者

笑
顔
溢
れ
る
村
目
指
す

長
年
の
功
績
を
慶
す
る

村づくり推進のつどい

は
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
火
災
や
災
害

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
﹂
と
感
慨
深
く
話
し
ま
し
た
。

　

山
本
篤
村
消
防
団
長
に
よ
る
乾
杯
の
発

声
の
後
、
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
受
章
者
の
席
を
訪
れ
歓
談
。
終
始
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

花いっぱいコンクールで最優秀賞を受賞（丸木橋地区）

笑顔になるための取り組みを実践（丸枠内は田原さん）

　
１
月
26
日
、Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
で
令
和
元
年
度
村
づ
く

り
推
進
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
や

村
民
な
ど
１
７
３
人
が
参

加
。
住
み
よ
い
村
づ
く
り

を
推
進
す
べ
く
、
意
気
込

み
ま
し
た
。

細
屋
地
区
村
民
憲
章
推

進
実
践
協
議
会
の
田
澤
悦

子
さ
ん
が
、
花
壇
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
と
題
し
た

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

花
壇
の
整
備
方
法
や
植
え

た
花
の
種
類
な
ど
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

む
け
て
実
践
し
た
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
、
オ
ッ
フ
ル
エ
ム
主
宰
を
務
め
る
田
原

美
晴
さ
ん
が
﹁
笑
顔
溢
れ
る
村
づ
く
り
﹂

の
講
演
を
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
笑
顔

が
自
然
と
出
る
た
め
の
取
り
組
み
を
実
践
。

笑
顔
溢
れ
る
村
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

田
原
さ
ん
は
、﹁
笑
顔
は
つ
く
る
も
の
で
は

な
く
、
自
然
と
出
る
も
の
﹂﹁
一
人
一
人
が

元
気
に
な
れ
ば
、
村
全
体
が
元
気
に
な
る
﹂

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
や
講
演
を
聞
い
た
参
加
者
は
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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戸 の 兄 弟 の ま ち
ス キ ー 交 流 会

Ｂ＆Ｇ財団岩手県
青少年交流大会×

　

１
月
25
日
、
村
営
く
の

へ
ス
キ
ー
場
で
、
戸
の
兄

弟
の
ま
ち
ス
キ
ー
交
流
会

と
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
岩
手
県
青

少
年
交
流
大
会
が
合
同
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
六
戸
町

と
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
地
域
海
洋

セ
ン
タ
ー
岩
手
県
連
絡
協

議
会
の
児
童
が
本
村
を
訪

れ
、
村
内
の
第
９
回
九
曜

塾
参
加
児
童
と
交
流
。
白

銀
の
世
界
に
笑
顔
が
広
が

り
ま
し
た
。

スキー学校の先生から指導を受ける児童

銀
世
界
に
広
が
る
笑
顔

　

児
童
57
人
は
ス
キ
ー
場

で
、ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
し
て
交
流
し
ま
し

た
。
初
心
者
コ
ー
ス
や
中

級
コ
ー
ス
な
ど
に
分
か
れ
、

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

初
心
者
コ
ー
ス
で
は
ス

キ
ー
学
校
の
先
生
を
講
師

に
、
ス
キ
ー
の
滑
り
方
を

一
か
ら
学
習
。
前
に
進
む

方
法
や
横
移
動
で
坂
を
上

る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し

お茶っこサロン　みずき団子作り
　

１
月
14
日
、
お
茶
っ
こ
サ

ロ
ン
が
江
刺
家
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
江
刺
家

地
区
の
住
民
13
人
と
江
刺
家

小
学
校
の
児
童
10
人
が
み
ず

き
団
子
作
り
な
ど
を
し
て
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

赤
や
緑
な
ど
の
紙
粘
土
を

丸
め
て
団
子
を
作
り
ま
し
た
。

大
き
さ
や
形
の
異
な
る
み
ず

き
団
子
が
で
き
あ
が
り
、
そ

れ
を
木
の
枝
に
飾
り
付
け
て

い
き
ま
し
た
。
木
の
上
か
ら

下
ま
で
色
鮮
や
か
な
団
子
が

飾
り
付
け
ら
れ
、
花
が
咲
い

た
よ
う
に
明
る
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー

色とりどりのみずき団子を飾り付け世代間交流をしました

団
子
飾
り
色
鮮
や
か
に

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
サ
ロ
ン

で
行
わ
れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
や
ほ
か
の
歌
詞
で
歌
う
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
一
緒
に
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
や
体
操
を
し
た
後
は
、
参
加

者
み
ん
な
で
昼
食
。
学
校
で
の
出
来
事
な

ど
話
し
な
が
ら
、
世
代
間
の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

お
茶
っ
こ
サ
ロ
ン
は
江
刺
家
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
、
住
民
主
体
の
通
い
の
場
の

こ
と
で
す
。

た
。
最
初
は
恐
々
と
し
て
い
た
児
童
も
、

先
生
か
ら
指
導
を
受
け
る
と
み
る
み
る
上

達
。
何
度
も
起
き
上
が
り
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
ち

び
っ
こ
広
場
で
か
ん
じ
き
体
験
と
そ
り
滑

り
で
も
交
流
し
ま
し
た
。

　

か
ん
じ
き
と
そ
り
は
村
山
友
会
か
ら
準

備
し
て
い
た
だ
き
、
か
ん
じ
き
の
装
着
の

仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
雪
の
上
を
歩
き
ま
し
た
。
か
ん
じ
き

体
験
も
そ
り
滑
り
も
児
童
た
ち
は
歓
声
を

上
げ
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　
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むらのわだい

２月１日、戸田小学校で土曜授業の一環として、か
んじき体験が行われました。児童たちは、村田勝義さ
ん（73）＝戸田上＝など山友会の会員から、かんじき
の履き方や歩き方などを教わりました。
　体験授業は学年ごとに分かれ行われました。１、２
年生のグループは校庭をスタートし、近くの丘を登る
コースを歩きました。１年生は初めてかんじきを履く
児童もいて、教えてもらいながら体験。深い雪の上を
楽々と歩いていました。また、雪原でのかけっこやケ
ツゾリなどをして冬を満喫しました。
　同校１年の滝本龍

たつひさ

央さんは、「初めてかんじきを履い
たけれど楽しかった。走るのが大変でした」と元気に
話しました。

の上でもなんのその
戸田小でかんじき体験雪雪
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斜面を滑り下りる「ケツゾリ」に挑戦

雪原でかけっこもしました

12月20日に盛岡市で行われた、いわて農林水産躍進大会で
松澤浩二さん（45）＝川向＝が、いわて農林水産振興協議会長表
彰を受賞しました。その中で、次世代の農業の担い手に贈られる、
明日を拓く担い手賞に選ばれました。
　松澤さんは賞を受け、「一生懸命取り組んできたかいがありま
した。面積を増やし、たくさん収穫できるように、今後も頑張っ
ていきたいです」と未来を見据えました。

目と耳を駆使して札を取っていきました

１月22日、山根集落センターで第13回ふるさとさんねカル
タ大会が開催されました。山根小学校児童12人と地区住民21
人が参加。熱い戦いが繰り広げられました。
　大会は４チームに分かれ行われました。上村勝己さん（66）＝
山根＝と佐々木優校長が読む札に、耳を澄ましてカルタを取って
いきました。
　今大会では、「ミスターみんな」が３戦全勝し、優勝しました。

世代の農業を担って
松澤浩二さん表彰次 次 

澄まし次の札を待つ
ふるさとさんねカルタ大会耳耳

木製の賞状を手にする松澤さん

かんじきで雪を歩く児童たち
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１月19日、村婦人のつどいがＨＯＺホールで開かれ、女
性同士の親睦を深めました。
　二戸同友三鈴会代表の浪岡くみ子さんなど３人による、講
談が行われました。「九戸城の合戦」と題した講談に参加者は、
当時の情景を思い浮かべながら聞き入っていました。
　また、村婦人団体連絡会の５団体によるパフォーマンスも
花を添えました。

趣向を凝らしたステージも好評でした

１月20日、伊保内高等学校で、総合的な探究学習発表会
と全国小規模校サミット参加報告会が開催されました。発表
会は１年生３人、報告会は２年生４人が発表。生徒自ら考え
たものを、それぞれの言葉で表現しました。
　発表会では、本村のふるさと納税の返礼品についての提案、
報告会では、山形県で行われた全国高等学校小規模校サミッ
トに参加して思ったことなどが発表されました。

１月23日、生涯学習アカデミーと女性教室の合同講演会「ぴ
んぴんころりを目指して元気で長生き」が、ＨＯＺホールで行わ
れました。受講者や住民50人が、長生きのコツを学びました。
　県立大学看護学部の千田睦美教授による講演で、寝たきりとな
らないためには、脳卒中や認知症の予防をすることが効果的。塩
分控えめの食事や運動など、日ごろの健康管理が大切。などといっ
た内容が話され、参加者は講演に聞き入っていました。 脳卒中について分かりやすく話す千田教授

　１月20日、村山村開発センターで栄養教室が開かれました。
食生活改善推進員や村民など17人が参加。栄養溢れる体に優し
い料理作りをしました。
　中山明日香保健師から説明を受けた後、料理作りに取り掛かり
ました。具材や塩分などに気を付けながら調理。酒粕入り豚汁や
ほうじ茶プリンなど４品を作りました。
　体に優しい味わいに参加者は、心も体も温まっていました。

生きするコツを学ぶ
生ア・女教  合同講演会長長

も体もぽっかぽかに
栄養教室心心

性が集い笑みこぼれ
村婦人のつどい女女

ら考える力を伸ばす
伊保内高校で発表会自自

中山保健師㊧とプリンを作る参加者

多くの傍聴者の前で堂々した発表をする生徒（報告会）
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じ
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る
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穏
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き
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掻
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ゆ
つ
た
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と
抱
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冬
の
山

重
ね
着
や
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少
な
に
籠
り
を
り
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で
暮
ら
し
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の
四
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晴
れ

四
温
晴
れ
亡つ
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は
心
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生
き
て
い
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嶋
ふ
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重
ね
着
て
風
雅
に
遊
ぶ
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う
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か
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葉
牡
丹
の
綾
な
す
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ろ

の
至
芸
か
な

淡
墨
の
今
朝
の
景
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や
春
の
雪

静
か
な
る
老
い
の
庵

い
お
り

や
春
立
て
り

山や
ま
か
い峡

の
村
や
棚
引
く
朝
霞

【
一
月
席
題
詠
よ
り
】

大
寒
や
病
な
き
よ
う
祈
り
お
る　
　
　

（
赤　

藤
）

雑
炊
や
姑は

は

の
命
日
馳
走
と
し

一
万
歩
健
康
増
進
雪
運
び　
　
　
　
　

（
畦　

畔
）

喜
ば
れ
雑
炊
作
る
我
流
か
な

焼
き
り
ん
ご
母
と
お
ん
な
じ
病
な
り　

（
ふ
み
女
）

雑
炊
に
郷
愁
そ
そ
る
我
が
身
か
な

一
病
と
仲
良
く
暮
ら
す
去こ

ぞ年
今
年　
　

（
雪　

女
）

明
け
の
春
令
和
の
御
代
を
こ
と
ほ
げ
り

長
病
み
に
つ
か
れ
八
十
路
の
卵
酒　
　

（
青　

村
）

人
生
は
一
回
き
り
や
お
で
ん
酒

む
ら
の
文
芸

第
３
８
２
回

第
３
８
２
回

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

手
洗
い
な
ど
で
対
策
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、
風
邪
や
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
対
策
で
す
。
過
剰
に
心
配

せ
ず
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
な
ど
の
基
本
的
な
対
策

に
努
め
、
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？　

　
現
時
点
で
は
、
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

【
飛
沫
感
染
】　
感
染
者
の
く
し
ゃ
み
や
咳
、
つ
ば
な
ど
の

飛
沫
と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出
。
別
の
人
が
そ
の
ウ
イ

ル
ス
を
口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
み
感
染
。

【
接
触
感
染
】　
感
染
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
付
着
し
た

手
で
、
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
周
り
の
物
に
触
れ
て
ウ
イ
ル
ス
が

付
く
。
そ
の
物
に
触
れ
た
手
で
口
や
鼻
、
目
を
触
っ
て
粘

膜
か
ら
感
染
。

Ｑ
．
潜
伏
期
間
は
？

　

最
大
14
日
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で

は
２
〜
10
日
間
）

Ｑ
．
感
染
症
対
策
は
？

【
手
洗
い
】　
ド
ア
ノ
ブ
や
電
車
の
つ
り
革
な
ど
に
触
れ
る

こ
と
で
、
自
分
の
手
に
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
こ
ま
め
に
手

洗
い
す
る
。

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】　
①
マ
ス
ク
を
着
用
②
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
で
鼻
と
口
を
覆
う
③
と
っ
さ
の
時
、
袖
や
上
着
の
内
側

で
覆
う
④
周
囲
の
人
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
る

【
健
康
管
理
】　
普
段
か
ら
、
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
心
掛
け
、
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

【
適
度
な
湿
度
を
保
つ
】　
乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
、
加

湿
器
な
ど
を
使
い
、適
切
な
湿
度
（
50
〜
60
％
）
を
保
つ
。

■
保
健
所
で
は
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
二

戸
保
健
所
（
☎
23
・
９
２
０
６
）
ま
で
。



九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

9 広報くのへ●2020年（令和2年）3月

　

介
護
は
突
然
始
ま
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
家
族
介
護
者
は

覚
悟
や
準
備
も
な
い
ま
ま
に
、

い
き
な
り
こ
れ
ま
で
の
生
活

か
ら
変
化
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
疲
れ
は
、
介
護
に
よ

り
起
こ
る
身
体
的
・
精
神
的

な
負
担
、
認
知
症
が
あ
る
場

合
の
負
担
、
経
済
的
な
負
担

が
複
雑
に
絡
み
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
誰
に
で
も
起
こ
り

得
ま
す
。

◆
介
護
疲
れ
の
軽
減
方
法

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る

　

公
的
介
護
保
険
の
支
給
限

度
額
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し

て
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

組
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　

介
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
主
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
次
の
と
お
り
で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
介
護
の
負
担
軽
減
法

【
訪
問
介
護
】

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
に

て
、
排
せ
つ
・
入
浴
・
食
事
介

助
な
ど
の
身
体
介
護
や
生
活
支

援
を
行
い
ま
す
。

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
】

　

要
介
護
者
の
自
立
支
援
お
よ

び
介
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
、
要
介
護
者
が
介
護
施
設
な

ど
に
通
い
、
食
事
や
入
浴
な
ど

の
生
活
支
援
や
レ
ク
を
受
け
る

日
帰
り
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】

　

介
護
施
設
な
ど
に
宿
泊
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
介
護
者
の
休

息
（
レ
ス
パ
イ
ト
）
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

　

本
村
で
は
、
寝
た
き
り
の
人

を
介
護
し
て
い
る
非
課
税
世
帯

に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入
費
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
紙
お
む

つ
購
入
費
用
の
半
額（
５
０
０
０

円
上
限
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が

高
額
に
な
っ
た
と
き
は
、
費
用

負
担
を
緩
和
す
る
国
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

③
相
談
で
き
る
相
手
を
探
す

　

介
護
疲
れ
が
起
こ
る
背
景
に

は
、
介
護
者
の
孤
立
が
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
の
介
護
者
や
介
護
経

験
の
あ
る
友
人
な
ど
の
よ
う
な

◆
家
族
介
護
者
教
室
・
交
流
会

●

日
時　
３
月
16
日
（
月
）　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

●

場
所　
村
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、

介
護
者
同
士
の
交
流

●

費
用　

１
５
０
円
（
交
流

会
お
茶
菓
子
代
）

●

申
込
期
限　

３
月
12
日

（
木
）

※
送
迎
も
行
い
ま
す
の
で
、

各
イ
ベ
ン
ト
情
報

希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
の

際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ふ
く
ふ
く

●

日
時　
３
月
18
日
（
水
）　

午
前
10
時
〜
正
午

●

場
所

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

ま
る
ふ
く

●

費
用　
１
０
０
円

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
42
・
２
１
１
１
）

相
談
相
手
を
作
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
も
身
近
な
相
談
相
手
に

な
り
え
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
者
は
地
域
の
誰

か
と
つ
な
が
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
る
の
は
、
遠

く
に
住
む
親
せ
き
よ
り
も
信
頼

で
き
る
近
所
の
人
た
ち
で
す
。

　

介
護
し
て
い
る
こ
と
を
隠
さ

な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
自
分

が
ち
ょ
っ
と
熱
を
出
し
た
と

き
に
ご
飯
を
作
っ
て
持
っ
て

き
て
く
れ
た
り
、
買
い
物
を

し
て
く
れ
た
り
、
留
守
を
頼

ん
だ
り
な
ど
、
助
け
の
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
る
人
は
い

る
も
の
で
す
。
特
に
認
知
症

介
護
を
し
て
い
る
場
合
は
、

隣
近
所
の
人
・
民
生
委
員
・

駐
在
所
・
行
き
つ
け
の
お
店

な
ど
、
お
世
話
に
な
り
そ
う

な
人
た
ち
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

近
所
の
人
や
地
域
と
つ
な

が
る
こ
と
は
、介
護
者
に
と
っ

て
実
は
一
番
孤
独
か
ら
救
っ

て
く
れ
る
力
に
な
り
や
す
い

の
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
り
つ
め
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九 戸 村 民 読 書 の 日
村 Ｐ Ｔ Ａ 研 究 大 会
村教育振興運動集約集会

九 戸 村 民 読 書 の 日
村 Ｐ Ｔ Ａ 研 究 大 会
村教育振興運動集約集会

読
書
で
教
育
振
興
は
か
る

　

２
月
２
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

で
「
九
戸
村
民
読
書
の
日
」「
村

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
」「
村
教
育
振

興
運
動
集
約
集
会
」
が
開
か
れ
、

参
加
者
は
読
書
を
通
じ
た
教
育

振
興
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
功
労
者
や
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
に

賞
状
が
授
与
。
伊
保
内
高
校
と

長
興
寺
小
学
校
の
実
践
区
に
よ

る
発
表
や
、
日
本
教
育
会
岩
手

県
支
部
の
八
重
樫
勝
支
部
長
に

よ
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
受
賞
者
を
紹
介

【
村
教
育
振
興
運
動
功
労
者
】

　
夏
井
謙
一
（
戸
田
小
）

　
大
石
健
紀
（
伊
保
内
小
）

下
川
原
イ
ツ
子（
長
興
寺
小
）

　
土
肥
ソ
メ
（
江
刺
家
小
）

　
大
崎
晃
男
（
九
戸
中
）

※
カ
ッ
コ
内
は
、
実
践
区
名
。

【
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
功
労
者
】

　
石
川
弘
幸
（
江
刺
家
小
）

　
井
上
仁
（
伊
保
内
小
）

　
古
里
裕
幸
（
同
）

　
大
崎
峰
子
（
山
根
小
）

　
山
本
裕
子
（
戸
田
小
）

　
皆
川
愛
樹
（
九
戸
中
）

※
カ
ッ
コ
内
は
、所
属
団
体
名
。

【
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
】

◆
特
別
賞
・
村
長
賞

　
杉
村
美
咲
（
九
戸
中
１
年
）

●
作
品
名
「
平
和
を
願
っ
て
」

◆
特
別
賞
・
教
育
長
賞

松
本
琴
葉（
江
刺
家
小
１
年
）

●

作
品
名
「
こ
こ
ろ
が
い
っ

　
ぱ
い
」

◆
優
秀
賞

▽
林
そ
の
美
（
江
刺
家
小
４

年
）
▽
千
葉
詢
子
（
伊
保
内

小
５
年
）▽
久
保
田
悠
希（
伊

保
内
高
３
年
）

　
今
回
の
村
教
育
振
興
運
動
集
約
集
会
と
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
、

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

村   長   賞：杉村美咲さん
教育長賞：松本琴葉さん

チ
ー
ム
で
目
指
す
高
得
点

　

１
月
17
日
、
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
チ
ー

ム
対
抗
で
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、

村
長
杯
を
か
け
て
熱
き
対
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
男
女
混
合
で
行
わ

れ
ま
し
た
。ど
の
よ
う
に
シ
ョ
ッ

ト
を
打
て
ば
高
得
点
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
力
加
減

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
、

チ
ー
ム
で
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
、
得
点
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
プ
レ
ー

講
演
を
す
る
八
重
樫
さ
ん

代
表
で
受
領
す
る
井
上
さ
ん
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学学 校校中中戸戸九九

高高

校校

内内

保保

伊伊

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

Books ❖ 今月のお薦め図書

広報くのへ●2020年（令和2年）3月

　

１
月
22
日
に
本
校

で
、
応
援
団
幹
部
紹

介
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
冬
練
習
を

積
み
重
ね
た
１
年
生

の
応
援
団
が
、
新
し

く
覚
え
た
応
援
歌
の

手
ぶ
り
を
全
校
生
徒

の
前
で
披
露
し
ま
し

た
。
大
き
な
声
を
出

し
な
が
ら
指
の
先
ま

で
整
え
て
手
を
振
る

姿
に
応
援
団
と
し
て

の
決
意
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
生
徒
も

そ
れ
に
こ
た
え
る
か
の
よ
う
に

大
き
な
声
を
出
し
、
応
援
団
を

支
え
ま
し
た
。

応援団の決意感じて

　
卒
業
式
や
体
育
祭
な
ど
で
は
、

練
習
の
成
果
を
地
域
の
皆
さ
ん

の
前
で
も
披
露
で
き
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

３
年
前
、
本
校
に
赴
任
す
る

と
同
時
に
受
け
持
っ
た
生
徒
30

人
が
３
月
１
日
、
卒
業
の
日
を

迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
年
生
は
、
本
校
が

１
ク
ラ
ス
募
集
と
な
っ
た
最
初

の
学
年
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
の
あ
る
状
況
下
で
、
生
徒
会

行
事
の
企
画
運
営
な
ど
、
自
分

た
ち
で
で
き
る
こ
と
を
よ
く
頑

張
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
保
護
者
や
村

教
諭　

久
保
田　

忍

こ
の
３
年
間
に
感
謝の

各
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
援
い

た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で

す
。
無
事
に
１
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
本
校
を
支
援
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
生
徒
自
身
が

道
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
状
況
を
変
え
て
い

く
こ
と
も
時
に
は
必
要
で
す
が
、

会
社
や
大
学
な
ど
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
一
つ
一
つ
を
ど
う

受
け
止
め
、
そ
こ
か
ら
何
を
学

び
、
何
を
選
択
し
て
い
く
の
か

が
、
今
後
の
糧
に
な
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
一
挙
手
一
投
足
に

責
任
が
生
じ
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

全校生徒を前に応援歌を披露

今年卒業する３学年の生徒たち

　「俺たちにできること
は、全力で逃げ出すことだ
った」
　ブラック企業に入社して
しまった３人の同期。生き
地獄のような日々に追い詰
められ、彼らはそれぞれの
道を選択する。

逃げ出せなかった君へ
安藤 祐介 著／角川書店

空をゆく巨人
川内 有緒 著／集英社

　協調性の持てない私は、
自分の自我の強さを「苦労
を引っかぶって元気よく生
きる」という方向へ持って
いった。我が儘（まま）を「正
直」という美徳（人によっ
ては悪徳というかもしれな
い）の方へ引っぱった。（本
文より）

　福島県いわき市の実業家・
志賀忠重と中国福建省の世界
的現代美術家・蔡國強（さい・
こっきょう）。二人は1980
年代いわき市で出会い、数々
の驚くべき作品を生み出して
きた。そんな二人の最大の作
品が東日本大震災後に制作し
た「いわき回路美術館」だ！

　一人ぼっちで遊ぶド
ンドンは、ある日駄菓
子屋さんでビー玉みた
いな色とりどりのあめ
玉を手に入れる。口に
入れると、突然周りの
声が聞こえてきた⁉
　あなたの心が聞こえ
る魔法のあめ玉。

あめだま
ペク・ヒナ 作／ブロンズ新社

　福島県いわき市の実業家・
志賀忠重と中国福建省の世界
的現代美術家・蔡國強（さい・

年代いわき市で出会い、数々
の驚くべき作品を生み出して
きた。そんな二人の最大の作
品が東日本大震災後に制作し
た「いわき回路美術館」だ！

人生は美しいことだけ憶えていればいい
佐藤 愛子 著／ＰＨＰ研究所



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42･

２
１
１
１
内
線
１
２
３

国
保
だ
よ
り

12

問
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
☎
42･

２
１
１
１
内
線
２
３
２

■
３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

　

全
国
的
に
３
月
は
１
年
で
一
番
自
殺

者
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
例
年
同

じ
傾
向
で
す
。
進
学
・
就
職
が
決
ま
っ

て
環
境
が
変
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、
年

度
末
に
仕
事
の
繁
忙
期
で
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
心
と

体
の
調
子
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
。

だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
り
春
め
い
て
く
る

と
、
気
分
が
華
や
い
で
く
る
人
が
い
る

反
面
、
う
つ
病
な
ど
で
気
分
が
沈
ん
で

い
る
人
は
、
周
り
と
自
分
の
間
と
の
ず

れ
に
よ
り
、
孤
独
感
や
疎
外
感
が
深
ま

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
春
先

の
自
殺
が
多
く
な
る
の
で
す
。

■
自
殺
者
数
は
年
々
減
少

　

昨
年
の
自
殺
者
数
は
、
統
計
史
上
初

め
て
２
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
本
村

も
自
殺
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

本
村
を
含
む
二
戸
地
域
は
、
県
内
で
一

番
自
殺
率
の
高
い
地
域
で
す
。
ま
た
、

全
国
的
に
自
殺
が
一
番
多
い
年
代
は
50

代
の
男
性
で
す
が
、
二
戸
地
域
で
は
男

女
と
も
70
歳
以
降
の
高
齢
者
の
自
殺
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

■
自
殺
に
つ
な
が
る
原
因

　

自
殺
し
た
人
の
７
割
は
、
う
つ
病
と

こ
こ
ろ
、
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

診
断
で
き
る
状
態
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
環
境
の
変
化
や
何
か
の
出
来

事
を
き
っ
か
け
に
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
こ
と
で
、
う
つ
病
に
つ
な
が
る

可
能
性
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
眠
れ

な
い
、
や
る
気
が
出
な
い
、
原
因
が
わ

か
ら
な
い
体
調
不
良
が
続
い
て
い
る
な

ど
、
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■
自
分
と
周
り
の
人
を
守
る

　

自
分
の
心
身
の
調
子
を
整
え
る
た
め

に
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
。
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
方

法
を
見
つ
け
て
、
溜
め
込
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
会
社

な
ど
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

　

就
職
し
て
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
、
ま
た
は
、
退
職
し
て
離
脱
し
た

と
き
や
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
住

所
や
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
役

場
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
資
格
が
異
動
し
た
ら
届
け
出
を

　

他
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き
や

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
、
修
学
に
よ
る
特
例
や
対
象
施
設
へ

入
所
し
て
住
所
地
特
例
の
該
当
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の

旨
の
『
届
け
出
』
と
『
国
保
の
保
険
証

を
返
す
』
手
続
き
が
発
生
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
国
保
の
資
格
が
無
く

な
っ
て
か
ら
も
、
国
保
を
使
用
し
て
保

険
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、
本
来
、
自
分
が
加
入

し
て
い
る
保
険
で
そ
の
給
付
が
行
わ
れ

る
べ
き
で
す
か
ら
、
国
保
が
給
付
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
資
格
を
喪
失
し
て
い
な
い
こ
と
で

国
保
税
も
賦
課
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
国
保

の
資
格
に
異
動
が
生
じ
た
ら
役
場
に
す

ぐ
に
届
け
出
て
正
し
い
保
険
証
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

■
保
険
証
は
大
切
に

　

保
険
証
は
、
保
険
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
、
紛
失
し
た
と
き
に
は
、

役
場
の
窓
口
に
届
け
出
て
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
資
格
取
得
と
資
格
喪
失

■主な異動事由と必要書類
国保に加入するとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転入してきた 転出証明書
会社の健康保険をやめた 会社の健康保険をやめた証明書
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書
国保をやめるとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転出するとき 国保の保険証
会社の健康保険に加入した 国保と会社、両方の保険証
その他 持参するもの（印鑑のほかに）
修学のため別に住所を定める 国保の保険証、在学証明書
退職者医療制度の対象になった 国保の保険証、年金証書

　

心
が
つ
ら
い
と
き
に
は
誰
か
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
話
す
こ
と
で
楽
に

な
っ
た
り
、
解
決
策
に
導
い
て
く
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周

り
に
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
人
が
い
た

ら
、
声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
自
分
た
ち
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と

せ
ず
、
医
師
や
保
健
師
な
ど
、
専
門
職

の
力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。
い
つ
で
も
遠

慮
な
く
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

（
保
健
師　
中
山　
明
日
香
）
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村内の火災・救急（１月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 ±０件
救 急 18 件 18 件 － 10 件

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
適
切
に
維
持

　

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
家
族
な

ど
へ
の
相
談
、
免
許
の
返
納
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

■
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

　

加
齢
に
伴
う
視
野
障
害
や
筋
力
の
衰

え
な
ど
、
身
体
機
能
が
低
下
す
る
と
運

転
操
作
ミ
ス
へ
と
つ
な
が
り
、
交
通
事

故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
最
近
こ
ん
な
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
周
り
が
見
え
に
く
く
な
っ
た

〇
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た

〇
体
の
動
き
が
鈍
く
な
っ
た

〇
運
転
中
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
が
あ
る

　

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
安
全
運

転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
＃
８
０
８
０
）
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人

　
「
認
知
症
」「
て
ん
か
ん
」「
総
合
失
調

症
」「
再
発
性
の
失
神
」
な
ど
の
病
気
や

症
状
に
よ
り
、
自
動
車
な
ど
の
運
転
に

支
障
が
あ
る
人
は
、
症
状
な
ど
に
よ
っ

て
運
転
免
許
が
取
得
で
き
な
か
っ
た
り
、

取
り
消
し
と
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
病
気
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車

な
ど
の
運
転
に
不
安
が
る
人
や
、
家
族

の
皆
さ
ん
の
た
め
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

村内の交通事故（１月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 ±０件
物損事故 11 件 11 件 ＋１件
負 傷 者 0 人 0 人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 630日
（1月31日現在）

■
相
談
窓
口

　

①
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
②
県
北

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
③
各
警
察
署
や
駐

在
所
な
ど

■
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
休
日
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
人
へ

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
村
役
場
で
運
転

免
許
証
返
納
者
支
援
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。（
広
報
く
の
へ
１
月
号
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
）
こ
の
支
援
事
業
申
請

に
あ
た
っ
て
必
要
に
な
る
「
運
転
経
歴

証
明
書
」
に
関
し
て
は
、
九
戸
駐
在
所

で
も
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
書
類
を
持
参
の
上
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民
生
活
課

で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
が
、
次
の

年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、
年

金
機
構
か
ら
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用

紙
が
届
き
ま
す
。
引
き
続
き
申
請
を
希

望
す
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
学
生
の
人
で
一
定
以
下
の
所
得

の
場
合
に
は
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
「
学
生
証
の
コ
ピ
ー
」
ま

た
は
「
在
学
証
明
書
（
原
本
）」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
年
金
手
帳
な
ど
、
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
ま
た
は
マ
イ

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

■
定
期
的
に
お
手
入
れ
を

　
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下
、警
報
器
。）

が
き
ち
ん
と
働
く
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
作
動
確
認
と
お
手
入
れ
を
し

ま
し
ょ
う
。

■
警
報
器
の
交
換
の
目
安

　
電
池
切
れ
に
注
意
し
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
て
、
音
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。

　

設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
警
報
器
は
、
本
体
や
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
寿
命
に
よ
り
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
10
年
を
目
安
に
本
体
の
交
換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
返
納
に
つ
い
て
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ３月２日㊊ ３月３日㊋ ３月９日㊊
空 き 缶 ３月16日㊊ ３月17日㊋ ３月24日㊋
粗 大 ご み ３月10日㊋
紙・プラ類 ３月12日㊍ ３月18日㊌ ３月26日㊍

ごみ収集日 ３月

  県民の森行事
木馬作り開催

■日時　３月７日（土）
　　　　午前９時～午後３時30分
■場所 県民の森　木材工芸センター
■費用　15,000円
　　　　（着色料別途1,000円）
■定員　10人（要予約）
■持ち物　昼食、飲み物、ゴム手
袋（着色する場合）など
■申し込み・問い合わせ
　森林ふれあい学習館フォレスト i
（☎78-2092）

◆　　　◆　　　◆
　森林ふれあい学習館で、「手芸作
品展示会」が行われます。
■日時　２月20日（木）～３月
30日（月）　午前9時～午後4時
※火曜日休館日、入場無料。

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

３ ８ 川村医院 23-3252 ３ ８ 国香歯科医院（裏小路）23-2223

15 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 15 沢藤歯科医院 25-4002

20 カシオペア医院 23-3331 20 右門歯科クリニック 38-2288

22 齋藤産婦人科医院 23-2505 22 ますだ歯科クリニック 26-8282

29 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 29 小野寺歯科医院 33-3050

  地域で守ろう
子どもの安全

　新入学生をはじめ、子供たちが
安全で安心して暮らせるよう、地
域ぐるみで子どもの見守り活動を
行いましょう。「花に水をやりなが
ら」、「外の掃除をしながら」など
毎日行っていることを、子供たち
が通学する時間などに合わせるな
ど、少しの工夫で活動できます。
■期間
　４月６日（月）～15日（水）
■運動の重点
≪見守り活動の強化≫
　学校関係者、保護者、地域住民、
　関係機関・団体などが連携した、
登下校時のパトロール、あいさつ
運動などを実施。
≪通学路などの危険個所点検≫
　子どもと一緒に通学路や自宅周
辺を歩きながら、見通しの悪い個
所や暗がりなどの危険個所を点検
し注意喚起するとともに、子ども
110番の家や店を確認し、非常時
の対応などについて確認。

  表示登記の日記念
土地家屋無料相談

　県土地家屋調査士会二戸久慈支
部では、表示登記の日を記念して、
無料相談を行います。
■日時　４月１日（水）　午前10
時～午後３時
■場所　二戸シビックセンター
■相談内容　土地の分筆・合筆・
地目変更、建物の新築・増築・滅
失登記、境界問題など
■問い合わせ　県土地家屋調査士
会二戸久慈支部（☎43-3260）

  募集しています
自衛官の候補生

　令和２年度春採用予定の自衛官
候補生を募集します。
■自衛官候補生
　18歳以上33歳未満の男女
※32歳の人は、採用予定月の末日
現在、33歳に達していない人。
■申し込み・問い合わせ
●総務企画課庶務財政班（☎42-
2111内線168）
●自衛隊岩手地方協力本部二戸地
域事務所（☎23-2529）

今年の春入隊する山本聖哉さん（左２）
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人のうごき人のうごき
（令和 2年2月1日現在）

●人　口　　５，６９３ 人  　（－13）

　　男　　　２，７３５ 人　   （－１）

　　女　　　２，９５８ 人     （－12）

●世帯数　　２，１７１世帯　　 （ー５）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　５ 人  　　    （５人）

　 転　 出 　　 １１ 人           （１１人）

　 出　 生　　 　　１ 人  　         （１人）

　 死　 亡　　　 　８ 人  　         （８人）

編集後記
◆昨年は雪があまり降らず、スキーの
取材ができませんでしたが、今年は何
とか降って、取材に行くことができて
います。◆先日の取材で、コースの中
腹に登って下を見たとき、意外と高く
て足がすくみました。◆人生で一度も
スキーをしたことがない私。いつかは
やりたいと思っていましたが、高所恐
怖症を克服するまでは、当分できそう
もありません（笑）。（前川）

  募集します
税務職員等

　仙台国税局では、国税専門官（大
卒程度）と税務職員（高卒程度）
を募集します。
【国税専門官（大卒程度）】
■受験資格
①平成２年４月２日から平成11年
４月１日生まれの人
②平成11年4月2日以降生まれで、
次に掲げる人
⑴大学を卒業した人および令和3
年3月までに大学卒業見込みの人
⑵人事院が⑴に掲げる人と同等の
資格があると認める人
■申込受付期間
　３月27日（金）～４月８日（水）
■第１次試験日　６月７日（日）
【税務職員（高卒程度）】
■受験資格
①令和２年４月１日において高校
卒業後３年を経過していない人お
よび令和３年３月までに高校卒業
見込みの人。
②人事院が①に掲げる人に準ずる
と認める人。
■申込受付期間
　６月22日（月）～７月１日（水）
■第１次試験日　９月６日（日）
【共通事項】
■受験申込方法
　受験の申し込みは、インターネッ
トから申し込んでください。
◎国家公務員試験採用情報NAVI
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
■問い合わせ　
●仙台国税局人事第二課試験研修
係（☎022-263-1111内線3236）
●人事院東北事務局（☎022-221-
2022）

お詫びと訂正
◆広報くのへ２月号９㌻の「国民健康
保険の平成30年度決算」の記事で、
被保険者１人当たりの国保税調定額の
グラフにおいて誤りがありました。平
成30年度の金額を「九戸村：8万2,773
円」、「県平均：7万 1,189円」として
いましたが、正しくは「九戸村：7万
1,189円」、「県平均：8万2,773円」の
誤りでした。
　お詫びして訂正します。

  仕事の内容を知る
ふれあい看護体験

　岩手県看護協会では、患者さん
とのふれあいを通して、人の命の
大切さについて理解を深め、看護
の仕事について知る機会として、
ふれあい看護体験を開催します。
■日時 ５月10日（日）～16日（土）
■場所　病院、介護老人保健施設、
市町村保健センターなどで受け入
れ可能な施設
■対象者　看護職を目指す一般社
会人の希望者
■申込締切　３月13日（金）必着
※期限を過ぎると、受理できません。
■申込方法　申し込み先まで直接
電話にて申し込む。
■申し込み・問い合わせ
　県看護協会ナースセンター事業
部（☎019-663-5206）
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あでやかに踊った「どどさい節」（伊保内上老人クラブ）

「秋田大黒舞」ではお菓子も配られました（伊保内下老人クラブ）息の合った踊りをした「あなたまかせの夜だから」（山根老人クラブ）

1616

　

１
月
22
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
歌
や
踊
り
な
ど
45
演
目
が
発

表
さ
れ
、は
つ
ら
つ
と
し
た
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
前
に
は
、

森
岩
春
雄
九
戸
駐
在
所
長
に
よ
る

防
犯
・
交
通
安
全
講
話
が
行
わ
れ
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の

講
話
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
と
耳
を
傾
け
て
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
９
つ
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
歌
や
踊
り
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
演
目
を
披
露
し
ま

し
た
。
一
番
手
を
つ
と
め
た
の
は
、

伊
保
内
上
老
人
ク
ラ
ブ
。
全
員
で

「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」「
こ
こ

に
幸
あ
り
」
の
２
曲
を
合
唱
し
、

元
気
な
歌
声
を
会
場
内
に
響
か
せ

ま
し
た
。
伊
保
内
下
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
８
人
が
「
秋
田
大
黒
舞
」
を

披
露
。
踊
り
の
合
間
に
は
、
来
場

者
に
お
菓
子
な
ど
が
配
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
浪
花
節
だ
よ
人

生
は
」（
戸
田
老
人
ク
ラ
ブ
）や「
北

国
の
春
」（
江
刺
家
上
老
人
ク
ラ
ブ
）

な
ど
の
歌
も
披
露
さ
れ
、
伸
び
や

か
な
歌
声
に
来
場
者
は
酔
い
し
れ

て
い
ま
し
た
。

村
老
連
レ
ク
大
会

活
力
み
な
ぎ
る

活
力
み
な
ぎ
る

　
　
　
歌
や
踊
り
披
露

　
　
　
歌
や
踊
り
披
露

朗々と歌い上げた「男川」（長興寺老人クラブ）




